
方
言
退
化
現
象
の
一

考
察

||
鹿
持
雅
澄の
「
幡
多
方
言」
に
つ
い
て
|-

(1) 

昨
年二
月か
ら
三
月に
か
け
て
鹿
持
雅
澄
翁の
「
幡
多
方一吉E
(一
八
三

四
年
記
録と
推
定)
に
列
記
し
て
あ
る
幡
多
方
言=
二
七
語
(一一
二
八
語の

う
ち 、
タマ
ス
イ
と
い
う

語
を
調査
の
際に
脱
漏)
に
つ
い
て 、
一
二
六
年

後の
現
在
なお
使
用せ
ら
れ
て
い
る
か
ど
うか
を
調査
し
た 。

調
査の
方
法は 、
三一
七
語の
方
言
を
書い
た
プ
リン
ト

を
配
布
し 、
そ

の
方
言
を
聞い
た
り

使っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
O
印 、
な
け
れ
ば
X
印

をつ
け
て
も
ら
う
と
い
う

簡
単な
もの
で
あっ
た 。

調査
対
象は 、
私が
授
業
を
担
当し
て
い・ た
中
村
高
等
学
校二
年
生
九八

名
と 、
同
僚二
六
名 、
知
人か
ら
依
頼し
て
も
らっ
た一一一
名 、
生
徒の
祖

父
母一
一
名 、
直
接
私か
ら
依
頼
し
た
老
人二
名 、
合わ
せ
て一
五
八
名で

あっ
た 。

人に
よっ
て 、
一
つ一
つ
の
方
言の
受
けと
り
方に 、
い
ろい
ろ
の
相
違

が
あ
り 、
巾が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
ない
が 、
その
極
端な
もの
を
除
け

ば 、
統
計
的
処
置の
基
礎と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
うの
で 、
統
計
上の

便
宜
も
考え
合わ
し
て 、
次の
よ
うに

調
査
資
料
を
整閉止
し
た 。

ま
ず 、
九八
名の
生
徒の
中で 、
居
住
地に
移
動の
多かっ
た
者 、
資
料

の
記
入
の
粗
雑
な
者
を
除い
て
八
O
名
を
残し
た 。
同
僚二
六
名の
中 、
郡

外の
六
名
を
除
き 、
前
記
生
徒八
O
名と
いっ
しょ
に
し
た一
O
O
名の
分

を
統
計
資
料に
し
た 。
み
な 、
結
果の
不
審な
点は
本
人に
当っ
て一
応
点

検
す
る
こ
と
が
で
き
た
もの
で
あ
る 。
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(2) 

コ
二
七
語
を
動
詞(五
四
語) 、
形
容
詞
こ
四
語) 、
助
認
さ一垣間) 、
副

詞
(
二
五
語) 、
名
詞
つ
=
二
語)
に
分
類
し
二
語一
一語に
つ
い
て
の
点

検の
結
果
を
統
計
的に
処
理
し
て 、
回
答
延
数
と
調査
延
数
と
の
比
率
を
出

し
た
の
が第
一表
で
あ
り 、

回
答
の
密
度の
分
散
傾
向
を
知る
た
め
に 、
各

語の回
答
者数
を一
O
段
階に
分
類し
た
の
が第
二
表で
あ
る 。

第
一
表
に
よっ
て
判
断で
き
る
こ
と
は
次の
四
点で
あ
る 。

H
生
徒よ
り
同
僚の
方が回
答
率が
高い 。

同
副
詞・
形
容
詞が 、
名
詞・
動
詞よ
り回

答
率が
高い 。

同
回
答
率の
順
序は 、
生
徒の
方が
助
詞・
刺
詞・
形
容
詞・
動
詞・

名
詞と
なっ
て
お
り 、
同
僚の
方は
助
詞・
形
容
詞・
副
詞・
名
詞・

動
詞と
なっ
て
い
る 。
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第 一 表

下!:
調 生徒(80名) 同僚(20名) 計(100名)
査

調査 回答 調 回答 調査
回

室ロロE ラ4 査
ラ4

答 ラ4数 延
数延

延 延 延 延
数 数 数 数 数

動詞 54 4320 1535 35.53 108U 408 37.78 5400 1943 35.98 

形容詞 14 1120 463 41. 34 280 148 52.86 1400 611 43.64 

冨リ 詞 25 

助 話 3 

名詞 221 

言十 317 

ドプ
動詞

形容詞

高IJ �司

2000 

240 

17680 

25360 

。 10 

9 19 

836 41. 8U 500 238 47.60 2500 1074 42.96 

121 50.42 60 331 55.00 300 154 51. 33 

5780 32.69 4420 1723 38.98 22100 7503 33.95 

8735 34.44 6340 2550 40.32 31700 11285 35.60 

第 一 表

20 

29 γ 11γ 1 �叩': 1γ[ド

8

γ11合3'9 I 4'9 11 i9 I 6'9 
I 7'9 I d9 11bo計

20 7 1 5 3 2 4 1 2 9 54 

4 1 。 3 1 。 。 1 1 3 14 
一一 一一一 一一一 一

7 11 3 1 1 1 2 1 0 11 1 1 3 1 1 1 5 1 2 11 25 
甲」一一一一一"---，，一一」一一」ー-，一一一一一」ー-，一 一一一一一一-，，---

助詞 o 11 1 1 0 1 0 1 0 11 1 1 0 1 0 1 1 1 0 3 

名詞11 79 11 26 1 17 1 17 1 11 11 15 1 13 1 10 1 10 1 23 11 221 

言十 110 ;81 191--;-1司11:9はほぼ岡市
動詞11 20 16 18 54 

形容詞11 4 5 5 14 

副詞 7 6 12 25 
乙l一一一一一一一

助詞 。 1 2 3 

名詞11 79 61 71 221 

言十 110 99 108 317 
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同
生
徒
同
僚
合わ
せ
て一
O
O
名の
総
回答
延
数
は一
一 、
二
八
五
活

で
あ
り 、

総
調
査延
数
三一 、
七
O
O語に
対し
て
回
答
率は
三
五・

六
O
%で
あ
る 。

付
は
若い
世
代ほ
ど
方
言 、
特に
古い
方
言
を
知ら
ない
こ
と
を 、
数
字

の
上が
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

同
は 、
五回
繋が
多く 、
かつ
使
用
度の
多い
名
詞・
動
詞は 、
その
退
化

率が
副
詞・
形
容
詞よ
り
も
高い
こ
と
を
示
し
て
い
る 。
常
識か
ら
言え

ば 、
使
用
度の
多い
こ
と
ば
ほ
ど
その
寿
命が
長い
は
ずで
あ
る
が 、
そ
う

し
た
事
実の
反
面に
お
い
て 、
使
用
度が
多
け
れ
ば
多い
程 、
その
木
来の

性
格
を
変え
た
り 、
形
態
を
変え
た
り
す
る
度
合い
も
強い
わ
け
で 、
こ
と

ば
と
い
え
ど
も
消
耗に
よ
る
退
化の
原
則か
ら
は
外
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る 。伺は 、
年
齢に
よっ
て
使
用
す
る
こ
と
ば
の
内
容に
推
移が
あ
る
こ
と
を

物
語っ
て
い
る 。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
同
僚と
生
徒
を
別々
に 、
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
品
詞
を
多
く

使
用
す
る
傾
向が
あ
る
か
を
見
た
結
果
を
比
較
し
た
上で
の

立
論で
あ
る
か
ら 、
消
極
的
な
意
味
し
か
持っ
て
い
ない 。

同
僚の
方が 、
生
徒に
比べ
て 、
動
詞よ
り
名
詞 、
副
詞よ
り
形
容
詞の

回答
率が
高い
こ
と
は 、
言
語
生
活の
積み
重
ね
に
よっ
て
堆
積
す
る
方
言

語
棄は 、
動
詞
的
な
動
きの
あ
る
もの
(
動
詞と
そ
れ
を
修
飾
す
る
副
詞)

よ
り
も
名
詞
的
な
固
定
的
静
的
な
もの(
名
詞と
そ
れ
を
修
飾
す
る
形
容
詞)

が
比
較
的
多く
な
る
傾
向が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う 。

同に
つ
い
て
は 、
昭
和
三
二
年五
月 、
「日
本
文
学
研
究」
創
刊
号に
発

表
し
た
「
鹿
持
雅
涜の
『
幡
多
方
言』
と
現
在の
幡
多
方
言と
の
比
較
考
察」

と
い
う

担
論で 、
「
言
語
は一
世
紀
問に
その
約三
分の一
を
改
変
す
る」

と
い
う

結
論を
下
し
た
の
で
あっ
た
が 、
私
個
人の
方
言
生
活
を
基
準に
し

て
下
し
た
こ
の
常
識
的
な
結
論が
(
その
過
程に
お
い
て
は
当
時と
多
少
見

解の
差
異は
あ
る
け
れ
ど)
一
O
O
名の
調
査
人
員の
回
答
率が
三
五・
六

O%
と
なっ
て
い
る
事
実か
ら
考
え
て 、
二
応
妥
当で
あっ
た
こ
と
を
証
明

し
て
く
れ
て
い
る
と
思
う 。
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(3) 

第二
表に
よっ
て
取
り
上
げ
た
い
の
は
次の
三
点で
あ
る 。

H
回
答数
を一
O
段
階
別に
整理
す
る
と 、
両
端が
目
立っ
て
多く 、

その
中
聞は
ほ
ぼ
平
均
化
さ
れ
て
い
る 。

同
九
O%
以
上
三
七
語に
対し 、
九
%
以
下は一
一
O
語で
あ
り 、
前

者の
三
倍に
当
る 。

同
九
%
以
下
を
廃
語 、
五
O%
以
上
を一
般
的
通
用
語
と
し
て
考え
る

と 、
その
比
率は一
一
O
対一
O人
と
な
り 、
ほ
ほ
同数
で
あ
る 。
そ

し
て
その
両
者の
中
間
語
(一
O%
|四

九
%)
が
九
九
語
で 、
こ
れ

も
全
体の
三
分の一
に
近い数
字を
示し
て
い
る 。

付に
よっ
て 、
方
言の
退
化
現
象は 、
その
進
行
過
程に
お
い
て
は
平
均

し
た
速
度
を
もっ
て
進
行し
て
い
る
こ
と
を
知る
こ
と
が
で
き
る 。
た
だ
あ

る
特
殊の
方
言は
こ
の
退
化
現
象に
強
力に
抵
抗し
て 、
北目
な
が
らの
生
命

を
保っ
て
い
る
が 、
そ
れの
約三
倍に
当
る
方
言が 、
こ
の
退
化
現
象の
洗

礼
を
う

け
て 、
廃
語の
運
命に
甘ん
じ
て
い
る
こ
と
が
同
に
よっ
て
知ら
れ

る 。同の
廃
語・
一
般
的
適
用
活・
中
間
活の
区
分の
し
か
た
は
絶
対
的
な
も

の
で
は
ない
が 、
第一
表の
回
答
率と
もに
ら
み
合わ
せ
て 、
も
し
分
け
る
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と
す
る
と 、
こ
こ
ら
あ
た
り
が
無
難
な
もの
で
は
あ
る
ま
い
か 。

前
記
第一
表の
説
明で
述べ
た
「日
本
文
学
研
究」
剣
刊
号に
お
け
る
結

論
(
言
語
は一
世
紀
問に
その
約三
分の一
を
改
変
す
る)
の
悲
礎は 、

A
現
在
も一
般に
広
く

使
用し
て
い
る
言
葉 、

B
あ
ま
り

使
用は
し
ない
が 、
と
に
か
く

適
用
語
と
し
て
残っ
て
い
る

言
葉 、

C
雅
澄
翁の
伝
え
た
意
味で
は
全
く

使
用し
て
い
ない
言
葉 、

の
基
準に
従っ
て
分
類
し
た数
字 、
一
O四
語(A) 、
一
O七
語(B) 、
一

O六
語
(C)
で
あっ
た 。
こ
れ
を
第二
表
乙
の
計の数
字一
O八
対
九
九

対一
一
Oと
比
較し
て
み
る 。

両
者の
問に 、
三
段
階に
属
す
る
方
言の
出
入
り
が
あ
るの
は
い
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
り 、
その
分
類の
標
準
も
違い 、
結
果の
語数
の
比
率に

も
多
少の
相
違は
あ
る
が 、
複
雑
な
方
言
退
化
現
象
を
考
察
す
る
場
合の一

つ
の
根
拠と
な
る
共
通
点が
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
ない
と
思
う 。

(4) 

次
は 、
九
O
%
以
上の
同
答
申中の
高い
方
言に
つ
い
て
点
検
し
て
み
る
こ

と
に
す
る 。

動
詞
九
語の
う
ち 、
三
語(
イ
ク 、
タ7
ク
夕 、
ダ
ク) 、
名
詞二
三
語の

う
ち
七
諾
(
ネン、不 、
ベ
ベ 、
ノ
コ 、
ォ
ノ
レ 、
7
ネ 、
ヵ
ヵ 、
コ
ム
ラ)

は
全
国
的に
広く
通
用
し
て
お
り 、
動
詞の
三
語
(ツ
ツ
ク 、
ハ
マ
ル 、
タ

ゴ
ル) 、
名
詞の一一一
語
(ビ
ン
ピ 、
ト

イ
卜

ィ 、
イ
タ
ヅ
リ 、
ァ
ィ 、
7

ン
7 、
ネン
ネ《
赤
子出 、
ヒ
ヂコ 、
チ
てフ

チ
てフ 、
タ7
ゲ 、
ス、不ノ
サ

ラ 、
テ
ン
テ 、
ブ
ン
プ) 、
形
容
詞の
三
語
(チ
ンマ
ィ 、
オ
トロ

シ
《
恐

し
そ
オ
トロ
シ
《
篤
嘆ど 、
副
詞二
語の
う
ち一一治
(
ポY
チ
リ)

計一

九
請は
相
当
広い
使
用
範
囲
を
持っ
た
語
で
あ
り 、
その
方
言
領
域が
幡
多

郡に
限
ら
れ
た
語
で
は
ない 。
つ
ま
り 、
九
O%
以
上
三
七
語の
う
ち
二
九

語
ま
で
が
正
確な
意
味で
は
幡
多
方
言と
は
言
うこ
と
が
で
き
ない
もの
で

あ
る 。
従っ
て 、
雅
澄
翁の
方
言
意
識に
偏
向が
あっ
た
の
で
は
ない
か
と

い
う

疑
問が
湧い
て
く
る 。

し
か
し 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
翁
自
身
も
すで
に
気づ
か
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た 。
「コ
レ
モ一
国ノ
方
言
ナ
リ」
と
か 、
「コ
レハ一
国
併-一
他
邦-一
モ

通
メ
イフ
詞モ
アル
ベ
シ」
と
か
い
う

注
が
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と 、
方一言

の
全
国
的
な
分
布の
不
明で
あっ
た
当
時と
し
て
は 、
相
当に
広い
言
語
的

視
野に
立っ
て
「
幡
多
方
言」
が
書か
れ
た
こ
と
を
知る
こ
と
が
で
き
る 。

(5) 

九
O
%
以
上
三
七
語の
う
ち 、
名
詞が
二
三
語 、
その
半数
近レ一
O
語

が
幼
児
諮で
あ
る 。
チ
ャ

ブ
チャ
ブの
よ
う
な
原
始
的
な
擬
声語 、
大
人の

こ
と
ば
に
愛
ら
し
い
響
を
持た
せ
て
繰り
返し
たピ
ン
ピ 、
ブ
ン
ブ 、
ト

イ

ト
イ 、
ネ
ン
ネ 、
7
ン
マ 、
ゼ
ン
ゼ 、
テン
テ
等の
構
成
を
と
り
あ
げ
て
考

え
れ
ば 、
幼
児
語の
あ
り

方の
根
本
条
件が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
うこ
と

が
で
き
る 。

幼
児
語の
新
陳
代
謝は
普
通
語ほ
ど
で
は
ない
が 、
そ
れ
で
も
時
代と
と

もに
流
転
し
て
ゆ
くこ
と
は
「
幡
多
方
言」
の
末
尾に
小
児
語
と
し
て
ま
と

め
て
掲
げ
て
あ
る
もの
の
う
ち 、
回
答
率が
五
O%
以
上が
二
O
語 、
そ
れ

以
下が
二
O語
と
な
り 、

更に
その
半数
の一
O語
が
九
%
以
下の回
答
率

で
あ
る
こ
と
に
よっ
て
も
知
ら
れ
る 。
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回
答
率の
少い
幼
児
語は 、
7
ト
グ 、
オ
オ
テ
の
よ
うに

幼
児の
用い
る

幼
児
語で
な
い
も
の 、
ニ
ョ

ウニ
ョ

ウ
サ7 、
タ
ウ
卜 、

ノ
ン
ノ
の
よ
うに

生
活
様
式や
宗
教
観の
変
化
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
もの
も
あ
るが 、
最
も
根

本
的
な
もの
と
し
て
は
幼
児
特
有の
愛ら
し
い
響
き
が
欠け
て
い
た
り 、
そ

の
もの
ず
ば
り
の
性
格
を
表
現
する
点に
難が
あ
る
もの
と
し
て 、
エ
エ
ヤ

ィ、
ピ
ィ 、
カッ
コ 、
ヅ
ウ
な
ど
を
挙げ
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

(6) 

回
答
率
九
%
以
下の一
一
O
語は 、
廃
語
な
い
し
は
そ
れに
近い
生
命
力

の
枯
渇
し
た
方
言と
見
るべ
きで
あ
ろ
う 。

こ
れ
を
品
詞
別に
し
て
み
る
と 、
動
詞二
O 、
形
容
詞
四 、
副
詞
七 、
名

詞
七
九
と
な
り 、
その
各口回
詞
総数に
対
す
る
比
率は 、
動
詞三
七・
O四

% 、
形
容
詞二
八・
七
五
% 、
副
詞二
八
% 、
名
詞
三
五・
七
五
%
で
あ

る 。
こ
の
場
合はパ
ーセ
ン
テ
ー
ジの
高い
もの
ほ
ど 、
その
品
詞の
退
化

率が
高い
こ
と
を
示し
て
い
る
の
だ
か
ら 、
動
詞や
名
詞は 、
形
容
詞や
副

詞に
比べ
て
退化
傾
向が
強い
こ
と
を
託
明し
て
い
る
わ
け
で
あ
る 。
こ
れ

は
第一
表の
同
の
説
明の
結
果と
も一
致し
て
い
る 。

次に 、
各
品
詞
別に
簡
単に
点
検
し
て
み
よ
う 。

(7) 

」，

祐山
司吋

'←、

aE
雪一ロ

二
O
語の
う
ち 、
回
答ゼ
ロ
が
トメ

カ
サ
カル 、
ヒョ
ロ
ケ
夕 、
草刈
ガ

デ
キ
夕 、
思ヒ
ヤッ
テゴ
ザ
レ 、
ガy
チヨ
ル 、
楽シ
キ 、
雨
ガ
オ
テコ
ケ

ル 、
オ
ケ
ツ
メ
テ
アッ
夕 、
オ
テル 、
ウ
フ 、
マ
ト

グ 、
ォ
チル
の一一一
語

で
あ
る 。
残り
の
八
語は 、
ナ
イ
ガユ
ル
(1) 、
田
植ガ
テ
キ
タ
(l) 、

ヒ
カル
(1) 、
ス
ベ
ル(3) 、
ハ
イ
リ

ダ
レ(4) 、
常ノ
体ニ
テモ 。コ
ザ

ラ
ヌ
(4) 、
達
者
ヲスル
(4) 、
ヤ
セ
ガ
ウ
タ
(5) 、

ーーl(
)
の
中

の
数
字は
回
答
数
を
示
す
(以
下
準
用)

11ーで
あ
る c

逮
者ヲ
ス
ル
(
現
在は
「
逮
者-一
ナル」) 、
ハ
イ
リ

ダ
レ 、
オ
チル
以
外

は 、
臨
地
調
査に
出か
け
て
もな
か
な
か
聞
きつ
け
る
こ
とが
で
き
ない 。

同
形
容
詞

イ
チ
ウツ
イ
(O) 、
コ
ハ
イ
(2) 、
ギャ
ウニ
暑
イ
(5) 、
ギ
ヤ
ウ

ニ
寒イ(7) 、
の
四五回で
あ
る 。
臨
地
調
査の
結
果は 、
こ
の
数
字とは
逆

で
あっ
て 、
大
正
町
下
津
井
部
落ゃ 、
その
上
流の
高
岡
字
模
原
村で
イ
チ

ウ
ツ
イ
(
現
地で
は
イチ
プ
ツ
イ
と
い
う)
を
採
集
する
こ
と
が
で
き
た

が 、
他の
三
語の
実
在
を
確め
る
こ
と
は
で
き
なかっ
た 。

回
答
者で
あ
る
生
徒や
同
僚に
た
だ
し
た
結
果
も
非
常に
あい
まい
な
も

の
で
あ
り 、
全
面
的に
否
定
し
な
い
の
で 、
記
入
の
際の
判
断
を
尊
重し

て 、
と
に
か
く

回
答
数の
中に
残
し
た
もの
の 、
「
そ
のい
うこ
と
ば
を
関

い
た
よ
う
な
気
が
する
の
で
O
印
をつ
け
た」
とい
う
たよ
り
ない
もの
で

あ
る 。
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同
副
詞

ゼ
ッ
ピ(0) 、
ボy
コ
ウ(0) 、
ジャ
ウニ(0) 、
ジャ
ウ
ラ
ケ(
0) 、

ジ
ャ
ウ
ラ
カ
(O) 、
一
ヒ
ピ
リ

(O) 、
デ
ン
デ
(4)
の
七
語で
あ
る 。

制
名
詞

七
九の
う
ち 、
回
答ゼ
ロ
が
二
四
語 、
そ
の
う
ち 、
カ
ヤ
リ 、
ヂ
ヤ
ウモ

ン 、
ム
メ
ィ 、
ヵ
ヂン
サマ 、
ホ
リコ 、
ウ
チコ 、
トモ

ノ 、
コ
ヅ
キ 、
タ

イ
夕、、、 、
ス
マ
ヒ 、
チ
ウヨ
ゥ 、
ト
リ
イ
ダ
シ 、
オ
ヤッ
ト 、

チ
ヤ
ウ
ギの
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一
四
語に
つ
い
て
は 、
ま
だ
その
存
在
を
確め
る
こ
と
が
で
き
ない 。

カ
ヂ
ン
ドノ 、

ア
シ
ヤ
ミ 、
ナ
ム
サ
ン 、
イ
ザ
キ 、
カ
オ
イ 、
ヤ
ス 、
ョ
ゥ

ヅ 、
イへ 、
ス7
ナ 、
ド
ン
ト

は 、
童
謡
や
禁
忌の
こ
と
ば
の
中に
形
だ
け

を
と
ど
め
て
い
る
もの
と 、
生
活
語
と
し
て
今
も
な
お
使
わ
れて
い
る
もの

主
あ
る
が 、
概
し
て
山
間
僻
地に
局
部
的に
残
さ
れて
い
るこ
と
が
多い 。

回
答の
あっ
た
五
五
語
(
回
答
率
九
μ以
下)
の
う
ち 、
ガ
イル
(
1) 、

サ
ラ
カ
ブ(1) 、
医
者ン
ド

ノ
(1) 、
バ
イ
ン
ド
ノ
(1) 、
シ
ユ
ウ
ト
ン

ド
ノ
(2) 、
馬
医ン
サマ
(2) 、
ネツ
(2) 、
ァ-一
ン
ド
ノ
(3) 、
ヒ

キ7
タ
(4) 、
孫ン
ドノ

(
4) 、
ム
ス
コ
ン
ド

ノ
(5) 、
ア
ネン
トノ

(5) 、
バ
パ
ン
ド

ノ
(6) 、
ヲ
ヂ
ン
ド
ノ
(8) 、
以
上一
四
語
は
報
告
者

自
身
に
も
確
信の
ない
もの
が
多い
し 、
私
自
身
も
ま
だ
はっ
き
りつ
か
む

こ
と
が
で
き
ない
方
言
で
あ
る 。

マ
ト

ギ
(1) 、
イヨ
カ
(
1) 、
イ
チ
ビ
(3) 、
ク
ン
ゼ
(5)
は
山
間

地
域に 、
ガ
ン
ザ
ウ(1) 、
ス
カ(1) 、
親-てフ
ミ(3) 、
ナム
ラ(5)

は
海
岸
地
域に
残っ
て
い
るが 、
こ
の
う
ち
ク
ン
ゼ 、
ス
カ 、
ナム
ラ
は 、

今
で
も
相
当
生
活
力
の
強い
方
言で
あ
る 。

上
記
の
方
言
も
含め
て 、
時
代の
波に
洗わ
れ 、
住
民の
生
活に
結びつ

くこ
と
が
で
きな
く
なっ
た
た
め
に 、
まっ
た
く

忘
れ
か
け
ら
れ
て
い
る
方

言は
サ
ゾコ
シ(1) 、
坂
ノ
下(l) 、
油
ヂ
ヤ
ウ
ヅ(2) 、
オ
ヤ
ク(2) 、

ピ
イ
(3) 、
ヒ
キ7
タ
(4) 、
コ
ウ
ヤ
(4) 、
カッ
コ
(4) 、
タ
イ

(
6) 、
ヅ
ウ
(6) 、
ホ
シ
カ
ケ
(7) 、
ハ
ラ
カ
ゼ
(7) 、
ヨ
メ
ン
ド

ノ

(8) 、
ォ
ド
リ

(9)
で
あ
り 、

音
韻
転
批が
共
通
語の
普及に
よっ
て
矯

正
さ
れた
も
の
に 、
ウエ
(2) 、
ヨ
ボ
シ
(4) 、
ヒ
リメ
シ
(4) 、
ゥ

グ
ユ
ス
(5)
が
あ
り 、

古
語
を
残し
てい
る
もの
に 、
セ
ウ
ジ
(1) 、

ニ
ョ

ウニ
ョ
ウ
サ7
(4) 、
サ
イツ
イ
(7) 、
野
分
ケ
(7) 、
ヵ
シマ

ダ
チ
(7) 、
タ
ウ
卜

(7) 、
セ
ガ
ケ
(8) 、
ノ
ン
ノ
(8)
が
あ
る 。

ま
た 、
局
地
的に
行わ
れて
い
る
ため
に
回
答
数の
少い
もの
に
ヨ
ゴ
シ

(1) 、
ベ
ラベ
ラ
(2)
が
あ
り 、
農
漁
村に
お
い
て
広
く

用い
ら
れて
は

い
る
が 、
年
配の
高い
者に
限ら
れ
て
い
る
の
が 、
エ
エ
ヤ
イ(2) 、
ァ
ィ

サ7
(6) 、
ア
イヨ
サ7
(6) 、
王
子
(6) 、
ハ
ナノ
頃
(B)
で
あ

る 。

(8) 

第二
表の
甲
を
グ
ラフ
に
し
て 、
こ
の
小
論を
まと
め
る
こ
と
に
す
る 。

第
三
女
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一
O
段
階の
回
答
数
を
比
較し
て 、
横に
並べ
た
棒
グ
ラ
フ
の
突
端
を
結ん

だ
の
が
同
線で
あ
り 、

積み
重
ね
て 、
退
化
現
象
を一
つ
の
傾
斜と
し
て
示

し
た
の
が
刷
純で
あ
る 。

こ
れ
は 、
二一
六
年
間に
退
化
し
た
幡
多
方一一=口一一
二
七
語の
総
合
的
な
退

化
現
象の
見
取
図で
あ
る 。

こ
の
グ
ラ
フ
で
第一
に
取
り
上
げ
たい
の
は 、
一
O
%
ご
と
に一
O
段
階

に
区
分
し
た
回
答
数
相
互
の
比
較で
あ
る 。
こ
れに
よっ
て
退
化
現
象の
進

行し
て
ゆ
く

過
程を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
らで
あ
る 。
山川
線が
示し
てい

る
と
お
り 、
九
O%
か
らこ
OMN
ま
で
は
大
体
平
均し
て
お
り 、
直
線
的
な

傾
斜に
なっ
てい
る
が 、
二
O
%
以
下は
急
激
な
下
降
線
を
描い
て
い
る 。

人
間の
死
亡
率が
五
五
才
以
降
老
齢に
な
る
に
つ
れ
て
急
激に
増
大
す
る
現

象と
類
似
し
て
い
て
興
味
深い
もの
が
あ
る 。

次に
問
題に
な
るの
は 、
棒
ク
ラ
フ
の
同
線に
見る
両
極
端の
比
較で
あ

る 。
九
O
%
以
上三
七
語に
対し 、
九
以
%
下一
一
O
語
と
い
う

相
違で
あ

る 。
一
二
六
年の
時
間の
流れ
に
抵
抗
し
て
根
強
く

生
き
残っ
てい
る
生
活

語に
対し
て 、
は
か
な
く
消
滅し
て
ゆ
くこ
と
ば
が
三
倍
も
あ
る
とい
う

事

実で
あ
る 。
その
極
端
な
場
合と
し
て
の一
0
04F
語
と
O
MN
認の
比
率は

三
対四
三
と
なっ
てい
る 。
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
肯
定
する
の
は
危
険で
あ
る

が 、
そ
れ
に
し
て
も 、
こ
の
数
字は 、
言
語の
新
陳
代
謝が
普
通に
汚
え
ら

れてい
る
よ
り
も
ずっ
と
激し
い
もの
が
あ
る
こ
と
を
物
語っ
てい
る 。

第三
に
問
題に
な
るの
は 、
九
O
%
以
上の
棒
グ
ラ
フ
の
高
さで
あ
る 。

ど
う
し
て
こ
こ
が
こ
ん
なに
高い
の
で
あ
ろ
うか 。

前に
述べ
た
よ
う
に 、
言
語の
新
陳
代
謝は
想
像
以
上に
激
しい
もの
が

あ
る
の
だ
が 、
その
反
而に
お
い
て 、
応
る
特
定の
条
件
を
備え
た
言
語に

は 、
時
流
を
越え
た
半
永
久
的な
持
続
性が
あ
る
こ
と
を 、
こ
れ
は
示し
て

い
る
ので
あ
る 。
そ
し
て 、
その
持
続
性の
第一
の
条
件は
ωで
説
明し
た

全
国
的に
根を
張っ
た
こ
と
ば 、
あ
るい
は
そ
れ
ほ
どで
な
くて
も
相
当に

広い
領
域を
持っ
た
生
活
語で
な
くて
は
な
ら
ない
と
い
うこ
と
で
あ
る 。

方
言
領
域の
狭い
方
言 、
い
わ
ゆ
る
狭い
意
味で
用い
ら
れ
る
方
言(
偲

言)
は 、
こ
の
点か
らみ
て 、
持
続
性が
之
し
い
とい
うこ
と
に
な
る 。

従っ
て 、
こ
こ
に
と
り
あげ
た
「
幡
多
方
言」
コ
二
七
語の
退
化
現
象は

共
通
語の
そ
れ
よ
り
も
相
当
速
度が
早い
とい
うこ
と
が
考え
ら
れ
る 。

(一
九
六一 、
七 、
三
O
浜
回
数
義)
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